


ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
医
療
提
供
体
制

の
確
保
の
た
め
、コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
機
関
へ
の
支
援
策

は
？

コ
ロ
ナ
患
者
を
受
入
れ
た
医
療
機
関
に
は
、本

県
独
自
で
、患
者
１
人
あ
た
り
1
0
0
万
円
か
ら

4
0
0
万
円
の
応
援
金
を
交
付
す
る
な
ど
の
支
援
を
継

続
的
に
行
っ
て
お
り
、新
年
度
予
算
で
も
７
９
４
億
円

を
計
上
し
た
。今
後
も
県
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、

し
っ
か
り
と
医
療
機
関
を
支
援
し
て
い
く
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
雇
用
継
続
支
援
及
び
離
職
者

や
未
就
職
卒
業
者
へ
の
就
労
支
援
の
取
組
は
？

業
績
が
悪
化
し
雇
用
過
剰
と
な
っ
て
い
る
企

業
の
従
業
員
を
、在
籍
し
た
ま
ま
一
時
的
に
人
手
不
足

の
企
業
へ
出
向
さ
せ
る
取
組
に
つ
い
て
、県
と
し
て
も

円
滑
に
進
め
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
３
月
１９

日
に
新
た
に
立
ち
上
げ
、情
報
共
有
や
連
携
強
化
を
図

っ
て
い
く
。

　

離
職
者
へ
の
地
域
別
就
職
面
接
会
の
開
催
や
、未
就

職
卒
業
者
を
新
た
に
人
材
派
遣
会
社
で
の
一
定
期
間
の

雇
用
か
ら
実
習
先
へ
の
正
社
員
に
つ
な
げ
る
取
組
な

ど
、関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、雇
用
対
策
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

知 

事 雇
用
継
続
及
び
就
労
へ
の
支
援
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持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
の
た
め
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
若
者
に
つ
い
て
、施
策
へ
の
参
画
の
促
進
策
は
？

令
和
3
年
度
に
作
成
す
る
企
業
等
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
先
進
･
優
良
取
組
事
例
集
で
は
、大
学
生
が
取
材
･

執
筆
を
担
当
す
る
こ
と
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
施
策
に

直
接
若
者
が
参
画
す
る
機
会
を
作
る
。他
に
も
、生
物
多

様
性
分
野
、観
光
振
興
等
、様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
め
ざ
す
、誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、持
続
可

能
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、若
者
の
社
会
参

画
、主
体
的
行
動
の
た
め
、県
の
施
策
へ
の
若
者
の
参
画

を
積
極
的
に
促
進
し
て
い
く
。

知 

事 若
者
の
県
政
へ
の
参
画
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近
年
増
加
し
て
い
る
若
者
の
大
麻
乱
用
に
つ
い

て
本
県
の
現
状
と
、そ
の
対
策
は
？

大
麻
事
犯
検
挙
の
最
近
の
傾
向
と
し
て
、

若
年
層
の
増
加
が
目
立
ち
、２
０
２
０
年
中
は
大
麻
事

犯
検
挙
人
員
の
約
７
割
に
達
し
た
。

　

末
端
乱
用
者
だ
け
で
な
く
、営
利
目
的
で
の
大
麻
栽

培
事
件
や
、薬
物
乱
用
を
助
長
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用

し
た
あ
お
り
・
そ
そ
の
か
し
事
件
、暴
力
団
員
・
不
良
外
国

人
が
関
与
す
る
密
売
事
件
に
つ
い
て
も
検
挙
し
て
い
る
。

　

需
要
の
根
絶
と
供
給
源
の
遮
断
を
図
る
と
と
も
に
、

若
年
時
の
教
育
や
広
報
・
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
、乱
用

の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
く
。

警
察
本
部
長

若
者
の
大
麻
乱
用
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ま
る
ご
と
未
来
都
市
に
向
け
た
構
想
に
つ
い

て
、世
界
か
ら
注
目
と
最
先
端
技
術
を
集
め
る
た
め
の
本

県
の
強
み
と
ア
ピ
ー
ル
策
は
？

本
県
の
強
み
は
、ま
ず
中
部
国
際
空
港
島
・
周
辺

地
域
が
、す
で
に
自
動
運
転
や
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

実
装
実
験
の
積
み
重
ね
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点

「
ス
テ
ー
シ
ョン
Ａ
ｉ
」と
の
連
携
で
、開
発
・
実
証
が
実
用
化

す
る
た
め
の
環
境
が
整
い
つつ
あ
る
。

　

世
界
中
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
集
め
、最
先
端
を
創
り
続

け
る
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の
最
適
の
条
件
を
備
え
て
い
る

と
確
信
し
て
い
る
。

　

本
年
秋
に「
A
i
c
h
i 
S
k
y 

E
x
p
o
」で
開
催

す
る
、各
国
高
官
が
出
席
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
関
連
国
際
会
議

な
ど
の
機
会
を
活
用
し
な
が
ら
、本
県
構
想
の
強
み
を

世
界
に
発
信
し
て
い
く
。

知 

事 「
あ
い
ち
・
と
こ
な
め

　
　
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」
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2021年4月号 （2）新政あいち県議団 県政レポート

　感染症による税収への影響が本格的に現れ、企業収益の悪化により法人
二税は684億円の減、地方消費税は228億円の減、個人県民税は144億円
の減となる。また、法人事業税の一部を国税化し国から譲与を受ける特別法
人事業譲与税など、地方譲与税は、全国的な企業収益の悪化により481億円
の減が見込まれ、県税と地方譲与税合計で1,618億円の大幅減となる。

新型コロナウイルス感染症の税収への
影響は、過去3番目の減収幅

　感染症患者を受け入れる医療機関の病床確保費用や中等症患者を集中的
に受け入れる「県立愛知病院」運営費など引き続きの対応に加え、県民の皆
様の安全・安心につながる社会基盤整備やジブリパークの整備など将来を見
据え推進。本県は、厳しい財政運営が続いているが、非常時に備え一定の財政
調整基金を確保した。

感染症の克服に全力で取り組むとともに
ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた
成長戦略のための予算を計上

令和3年度 県予算のポイント令和3年度 県予算のポイント令和3年度 県予算のポイント令和3年度 県予算のポイント
県税 

1兆532億円

・地方譲与税
・地方交付税
・地方特例交付金
　など

その他 1,739億円

・繰入金
・使用料及び手数料
・分担金及び負担金
・財産収入
・寄附金 
   など

その他 2,276億円

国庫支出金 
2,994億円

諸収入 2,310億円地方消費税清算金 3,230億円

県債
4,079億円

・議会費
・県民環境費
・災害復旧費
　など

その他 194億円

経済労働費 2,300億円

建設費 1,940億円

警察費 1,772億円

総務企画費 1,099億円

農林水産費 750億円

歳出

予算総額2兆7,163億700万円
（一般会計）

福祉医療費
5,559億円

教育・スポーツ費 
5,039億円

公債費
3,853億円

諸支出金
4,652億円

存
依

財
源

歳入
（億未満は切り捨て）

自

主
財 源

　大規模災害時に被災者支援活動に参加した団体・グループへ活動に要した費用の一部を助成
するための基金を創設する。助成額は１団体あたり20万円が上限。助成対象は代表者が20歳以
上かつ５人以上の団体・グループとし、貸切バスやレンタカー、高速代等の交通費や宿泊費、重
機・トラック等の借上料などの活動費が対象となる。（総務企画部会）

防災ボランティア活動基金を創設

　食品ロス（まだ食べられるにもかかわらず捨てられてしまう食品）は、日本国内で1年間に600
万トン以上の発生がある。愛知県にて家庭系食品ロス量を調査したところ、生活系可燃ごみに含
まれる食品ロスの割合は、平均で16.2％。県民や事業者等とともに発生抑制の取り組みを推進す
るため、「食品ロス削減推進計画」を策定していく。（県民環境部会）

「食品ロス削減推進計画」を策定

愛知県新体育館整備

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、献身的に対応いただく医療機関や医療従事者
に対し、本県独自の支援を行う。入院患者を受け入れる医療機関に患者１人あたり100～400
万円の愛知県医療従事者応援金、回復患者を受け入れる医療機関に患者1人あたり10万円
の愛知県回復患者転院受入医療機関応援金を交付するとともに、第２次救急医療を担う医療
機関へ無利子･無担保の融資を実行する。（福祉医療部会）

医療提供体制を確保するため、
県独自に医療機関の支援を強化

新たにスマート農業推進事業
を実施

小学校第3学年に少人数学級
を拡充

　中小企業や商店街、観光関連産業等への支援、雇用維持や失業を余儀なくされた求職者等
の雇用促進に向けた取組を推進する。また、With/Afterコロナ時代に求められる中小企業等
へのデジタル技術やテレワーク導入支援を行うとともに、スタートアップを起爆剤に本県産業の
成長を拡大させるエコシステム形成の取組を一層強化する。（経済労働部会）

経済面でのコロナ対策とWith/After
コロナを見据えた成長戦略の推進

　ICT等の先端技術について現地実証等を行うとともに、研究機関
との連携のための環境を整備することで、スマート農業の生産現場へ
の迅速な普及拡大を図る。例えば、農業用ドローンで農地を撮影し、
画像を解析することによって、農作物の生育を診断する技術があり、
これらの試験研究を重ねて実践に生かしていく。（農林水産部会）

　新国立競技場をデザインした隈研吾氏のデザインによる愛知県新体
育館を2026年アジア競技大会に利用できるよう、NTTドコモや、世界
で100件以上のアリーナを運営するAnschutz Sports Holdings、世界
規模のスポーツ施設運営会社などが構成するAichi Smart Arenaが
運営に当たる。先端デジタル技術を活用し、大相撲、フィギュアスケート
などを開催する愛知・名古屋のシンボルを目指す。（建設部会）

　教員の受け持つ児童・生徒数を軽減することにより、子どもたち一人
一人に向き合い、きめ細かな教育を推進して教育水準を向上させる
ことや新型コロナウイルス感染症対策として、児童・生徒間の十分な
距離を確保できる教育環境を整え、子どもたちの安心・安全な学びを
保障することができるよう小学校第3学年に少人数学級を拡充する。
（教育・スポーツ部会）

「更なる交通事故防止に向けた
対策を強化」

　３年連続交通事故死者数ワーストワン返上に向け、「交通安全施
設費」の中で特に「信号機の新設」18か所をはじめ、「信号灯器の
ＬＥＤ化」等を進め、視認性の高い信号機に順次取り換えていく。
また消えかかった横断歩道などの道路標示を新たに整備し、歩行者
が安心して通行できる社会を目指す。（警察部会）
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